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ホ イ ア ン ・シンポ ジウム と

ベ トナム 史研 究 の
‘S

ドイモ イ
” 一 一 一 一 一一

桃木　至朗

　80年代中頃 か ら始 ま っ た ベ トナ ム 社会の
“
ドイモ イ

”
（刷新）の 中 で ，歴 史学 を含む

社会科学各分野 も大 きな変化を とげて きた 。 本年 3 月に 中部 ベ トナ ム の ダナ ン 市で 行な

わ れ た
「古都市 ホ イ ア ン に 関す る 国際 シ ン ポ ジ ウ ム

」 も， 様 々 な点 で そ の 変化 を象徴す

る もの だ っ た 。

　シ ン ポ が 計画 ・組織 され た過程，日本側各界の 協力体制 などに つ い て は，当時 の 各新

聞 ，
テ レ ビで も報道さ れ た が ，

ベ トナ ム で 最初 の 人文 ・社会科学分野で の 純学術 的国際

シ ン ポ ジ ウ ム と して
，

ベ トナ ム 側 で は 国家 レ ベ ル の 事業 と して 取 り組 ま れ た もの で あ っ

た。

　 シ ン ポに は，日本 ベ トナ ム 研 究者 会議 （87年 設立）が中心 とな っ て 組織 さ れ た石沢 良

昭団長代行以 下 14名 の 日本代表団 （山本達郎団長は健康上 の 理 由で 不参加） の ほか，オ

ラ ン ダ，カ ナ ダ，タ イな ど，総 勢20名ほ どの 外国か ら の研究者 と，そ して 50名以上 の ベ

トナ ム の 第
一．一

線研究者が参加 した 。 筆者 も事務局の 一員 と して 日本代表団 に加わ っ た 。

3 月 22，23の 両日 に シ ン ポ 本体が 行な わ れ た ほ か
，
21 日に ホ イ ア ン 市を見学，ま た 日本

代表団と して は シ ン ポ前に ハ ノ イで ，シ ン ポ 後 に は フ エ ，ニ ャ チ ャ ン ，ホ ーチ ミ ン 市 な

ど で遣跡，博物館，文書館等 の 見学や 研 究機開等 と の 交流 を行 な っ た 。

　 シ ン ポ の プ ロ グ ラ ム は 以 下 の よ うな もの で ，単な る 日本町の研究に と ど ま らな い 多様

な テ
ー

マ の 報告が 行な わ れ た
。 　　　　　　　　　　　　 ．

〔3 月22日午前 ：全体会〕開幕 の 辞／ フ ァ ン ・
ブ イ ・レ 「ホ イ ア ン ー

歴 史と現況」 ／石

沢 良昭
「
ホ イ ア ン と日本人 」 ／ ノ ン ・ク オ ッ ク ・チ ャ ン

「

古都市 ホ イ ア ン の 価値 と保 護 ・

修復，街の 役割発揮の方向」 ／ 千原大 五 郎 「茶屋新六の 交趾国貿易渡海 図 に 描 か れ た諸

建築 」 ／チ ャ ン ・ク オ ッ ク ・ヴ オ ン 「ホ イ ア ン の 歴史地理 的位置 と文化地 理的本領」 ／

チ ュ t ン ・ヴ ァ ン ・ビ ン ，J．　KLeinen （蘭〉「17− 18世紀 の オ ラ ン ダ と阮氏 との 関係に 関

す る VOC 資料」

〔3 月22日午後〜23日午前 ：分科会〕

　第 1分科会 （考古 ・文化 。 座 長 ：長谷部楽爾 ，チ ャ ン ・ク オ ッ ク ・ヴ オ ン ，パ
ー ・

ヴ

ァ ン ・タ ン ）長谷部楽爾
「
陶磁貿易 を通じて 見た 日越関係」 ／ ヴー ・ヴ ァ ン

・
フ ァ イ，

ダ ン ・ヴ ァ ン ・パ オ 「ホ イ ァ ン と隣接地域 の 地勢 の 特徴」 ／P ．Burns，　R．　M ．　Brown （タ

イ）「11世紀の チ ャ ム ー
フ ィ リ ピ ン 関係」 ／ ホ ア ン ・ヴ ァ ン ・ホ ァ ン

，
ラ ム ・

ミ
ー ・ズ

ン
「
ホ イ ア ン の 古銭 とそ の 歴史的発展 の 各段階」 ／青柳洋治 「14 − 15世紀東南 ア ジ ァ 島

嶼部発掘の ベ トナ ム 陶磁 」 ／チ ャ ン ・キー ・
フ ォ ン ，ヴー ・ヒ ウ ・ミ ン

「 4 − IO世紀，

チ ャ ン パ 王国期の ダ イチ エ ム 河口 」 ／ホ ー ・
ス ア ン

・テ ィ ン
「ホ イ ア ン と ク ア ン ナ ム ダ

ナ ン の 原 史に お け る カ ム ハ ー甕棺遺跡 の 位 置／ グエ ン ・ボ イ
・

リエ ン 他
「
ホ イ ア ン ーク

ア ン ナ ム 地方 の ゲ ーバ ウ船 」 ／ グ エ ン
・

ドゥ ッ ク ・ミ ン、チ ャ ン ・ヴ ァ ン ・ニ ャ ン 「ホ

イ ア ン の 水祭 り」 ／ ド ア ン
・

テ ィ エ ン
・

トゥ ア ッ ト
「
ホ イ ア ン 方言 」 ／ ホ ア ン ・テ ィ

・

チ ャ ウ 「ユ8世紀 ホ イ ア ン
ー ダ ナ ン の 混血言語 」

麟
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　第 2 分科会 〔歴 史 。 座 長 ：川 本邦衛，L ，B王usse ，フ ァ ン ・ブ イ ・レー）川本邦衛 「外

蕃通 書か ら見た広南阮氏 の IU：　− i
認識」 ／ グ エ ン ・デ ィ ン ・ダ ウ

「
商港ホ イ ア ン の 形 成と

発展 」 ／小倉貞男 「交趾 国貿易渡海図 と1・髱見観音 」 ／ ヴー ・
ミ ン

・
ザ ン

「
ホ イ ア ン の R

本人，日本町，日本 の 遺物」 ／加藤栄一・一「
日本 の オ ラ ン ダ商館 の イ ン ドシ ナ 貿易」 ／ ド

ー ・バ ン
i
ホ イ ア ン の 国 内交易 の 関係 と様式 」 ／生 田 滋 「 2 冠 7陵紀東南 ア ジ ア 海域 に

お け る各港市 の 役割 」 ／ レ
ー ・ヴ ァ ン ・ラ ン 「ベ トナ ム 中世都 市群 の 中 の ホ イ ア ン 」 ／

LBIusse （蘭） 「
ク ア ン ナ ム と 北部 に お け る VOC 」 ／ フ ァ ン ・ダイ ・ゾ ア ン 「ホ イ ア

ン と 中部 」 ／ グエ ン ・ヴ ァ ン ・ホ ア ン 「ホ イ ア ン ，17世紀 ベ トナ ム の 世界 と の 文化交流

の 中心 」 ／ ズ オ ン ・チ ュ ン
・ク オ ッ ク

「古都 市ホ イ ア ン と の 関係 の 中で の ダ ナ ン 」 ／ グ

エ ン ・チ ー ・チ ュ ン，チ ァ ン
・

ア イ ン
「
タ イ ン チ ャ ウ の燕巣採 り」

　第 3分 科会 （建築 と遺跡保存 。 座長 ：千原大五郎，ボ ア ン ・ダオ ・キ ン ，リ ウ ・チ ャ

ン
・

テ ィ エ ウ）Kazimiel　Kwiatkowski （ポ ー
ラ ン ド）

厂
ホ イ ア ン 旧市街の 修復一保 存プ

ロ グ ラ ム に 対す る ポ ー
ラ ン ドの 経験 」 ／ チ za　一一・ク ア ン ・チ ュ

ー 「美術か ら見 た ホイ ア

ン 」 ／チ ン
・カ オ ・

ト ゥ オ ン
「
建築の 角度か ら見た ホ イ ア ン の 文化接触 」 ／チ ュ オ ン ・

タ ウ 「来遠橋 」 ／ ダ ン ・ヴ ァ ン ・バ イ，グ エ ン
・

ク オ ッ ク
・

フ ン
「
古都市 ホ イ ア ン の 保

存 と利用 に 関する 大 き な方向」 ／ホ ア ン
t
ダ オ ・キ ン，ヴ

ー ・ヒ ウ ・ミ ン
「ホ イ ア ン 古

建築 の 現況の 分析 と 評価 」 ／ ホ ア ン ・ダオ ・キ ン 他 「ホ イ ア ン 旧市街 の 保存 と利用 に関

す る若干 の 提案」

〔3 月23 β午後 ：全体会 〕各分科会か ら の 報告／総合 討論／討論 ま と め ／閉会の辞

　 こ の シ ン ポ の 学術的意義 と し て は （1旧 本を含め た資本主 義諸 国 と，しか も多数 の ベ ト

ナ ム を専 門と し な い 研究者 と の 交流 の 実現 ，  ほ とん ど空 白の 分野 で あ っ た 中南部 の 前

近代史を対 象 と し た こ と，〔3床 開拓で あ っ た生 態的条件，対外関係 ，遺跡保存な どが主

要 テ
ー

マ と して 取 り上 げら れ た こ と，の 3 点があ げ られる 。 主 に社 会主義国 と交流 し，

生 産閣係 と階級 闘争，民族性 と 民族闘争な ど を主要課題 と し て い た ド イモ イ以前 の 研 究

か ら欠 落 し て い た 部分 を埋 め る大 きな意義 を，そ れ ら が 持 っ て い る こ と は 言 うまで もな

い o

　実際に 出て 来た研究成果 0）最大 の も の は ，日本町形 成 とべ ト人 の 進出以前 ，
つ ま りプ

レ ・
サ

ー
フ ィ ン な い しサ ー

フ ィ ン 前期 と呼 ば れる青銅 器文化
一

サ ー
フ ィ ン （後期） の 鉄

器文化
一

チ ャ ン パ 文化 の 各段階 に おけ る ホ イ ア ン 地域 の地理，生態，考古学 に関す る研

究 成 果で あ る 。 小倉貞男氏 の 『朱印船時代 の 日本人』 （中公新書，1988年）で も紹介さ

れ て い る そ れ ら の 問題 に 関す る ベ トナ ム 側研究者 の 報告は ，外国人研究者た ち を大 い に

興奮 させ た。中部 ベ トナ ム の 基層文化 と国家形成，南 シ ナ 海海域 匿界史な ど を考 え る 上

で 興味究 い 材料が 次々 と提供 され た。

　そ の他，大航海時代 に つ い て も VOC 文書や 現地の 文献史料，出土 陶磁 器 な ど重 要な

新資料が 紹介 された こ と，学術研究 と並 ぶ 重要 な 問題 で あ る 遺跡 保存 に つ い て も，街並

み 保存 の 観点 か ら の 課題が 明確 に さ れた こ と
， 等々 ， シ ン ポ の 成果 は 多方面 に わ た っ

た 。

　以上の よ うに，ホ イ ア ン の 中部ベ トナ ム の 歴 史が時 間的 に も空 聞 的に も 大 き な 広 が り
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を伴 っ て 総 合的 に 検討 さ れ た こ と は 高く評価す べ き だ が
， あえ て 残 さ れ た 課題 を探 す と

〔1旧 本 ・西欧 と の 交流が 組織上 で も内容的に も重視 され た の に 対 し，中国 ・東南 ア ジ ァ

諸 国 との 関係 に つ い て言及が少な か っ た こ と
， （2旧 本町 と広南阮氏 に 関す る研究 は，新

資料はあ っ て も全体に 興奮が薄か っ た こ と
， （3）対外関係 が色 々 言 及され て も，それ を通

じて各時代の 国際関係 の 構造 ， そ こ で ベ トナ ム が 占め た位置な どは明か ら に さ れ なか っ

た こ と，な ど が あげ られ る 。

　 と も あ れ ，中南部 ベ トナ ム 史や ベ トナ ム を地域世界 の 中 に位 置 づ ける こ とは，今後大

い に進展の 期待 さ れ る テ
ー

マ で あ り，そ の 第
一

歩 と して の 本シ ン ポが多方面 の 努力に よ

っ て成功 し た こ と をよ ろ こ びた い
。

地区例会 ・研究会活動状況 驫

関東地 区
一 一 一一 一一・一一一

鈴木恒之

　関東例会 で は，東京女子大学文理学部 に会場を借 り，本年 4 月以降 の 月例会を下記 の

通 りに 開催 し ま した 。 毎 回，発表者が 力作 を披露 し
， 若 い 研究 者の 方 々 も熱心 に 参加 し

て 下 さ っ て い る が，以 前 に 比 べ 参加者が い さ さ か減 り気味な の が 残念 に 思 わ れ ます。よ

り多 くの 皆様の参加 を期待 して お ります 。

　ユ990年 4 月28B 　西尾　寛治
「
ダウ ラ ト VS プ ル ジ ャ ン ジ ア ン ：マ レ

ー
世界の 伝統的

　　　　　　　　　　　　　　 政 治体系 に 関す る
一

考gel　ti

　　　　 5 月26日　高橋　ゆ り 「セ イ ン ・テ ィ ン （テ イ ッ パ ン ・マ ウ ン ・ワ）の 思想 と

　　　　　　　　　　　　　　 文学
一一

］930年代 の ビ ル マ と個 人
一一

」

　　　　 7 月14日　南家三津子
「
イ ン ドネ シ ア新体制下 に お け る住民組織の強化政策」

　　　　 9 月29日　 玉置　泰明
「

土地 ・開発 ・組織下
一・一 一

フ ィ リ ピ ン に お け る 『歴史を

　　　　　　　　　　　　　　 作る主体』 と して の 農民 ・少数民族一
」

磁

中部地 区
一一一・ 一

槻木瑞生

　二 ヶ 月 に
一一

度の割合で 東南 ア ジ ア 研 究 を開 い て い ま す 。 最 近 三 回 の 研究会は次 の よ う

な テーマ で 開催さ れ ま した 。

　第57回例会 5 月 12日　 1920− 30年代 の イ ン ドネシ ア の 国際収支一 植民地的流出と そ

　　　　　　　　　　 の 政治的背景

　　　　　　　　　　 報告者　名古屋市立大学 　内藤能房 氏

　第58回例会 7 月21B 　現代ジ ャ ワ農村に おけ る 社 会組織 と累積構造

　　　　　　　　　　 報告者　愛知学院大学　黒柳晴夫氏

　第59回例会 9月 22日　 19翫紀末の 宗務官吏

　　　　　　　　　　 報告者　名省屋短期大学　小林寧子氏

　 こ の 半 年は どうい う も の か話題 が イ ン ドネ シ ア に 集 中 して しま い ま した 。 そ の た め か ，
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